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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２９年５月２５日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  庄 司 邦 昭（部会長） 

                         委   員  小須田   敏 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成２８年１２月８日 １７時３０分ごろ 

発生場所 鹿児島県阿久根
あ く ね

市阿久根港内の小島西方 

 阿久根港新港一文字防波堤南灯台から真方位３４５°８２０ｍ付近 

（概位 北緯３２°０２.１′ 東経１３０°１０.８′） 

事故の概要  漁船第五十金比
こ ん ぴ

羅
ら

丸は、北西進中、小島西方の干出浜（岩）に乗り

揚げた。 

第五十金比羅丸は、球状船首部の破損等を生じた。 

事故調査の経過  平成２８年１２月２６日、本事故の調査を担当する主管調査官（長

崎事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等  

 

漁船 第五十金比羅丸、５７トン 

 １４１６６３、株式会社タカスイ（Ａ社） 

 ３１.００ｍ×６.０８ｍ×２.６７ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、７３６kＷ、平成２４年４月２８日 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ４４歳 

 五級海技士（航海） 

  免 許 年 月 日 平成２４年１月４日 

  免 状 交 付 年 月 日 平成２４年１月４日 

  免状有効期間満了日 平成２９年１月３日 

 死傷者等 なし 

 損傷 球状船首部に破損、船首部船底に亀裂 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風 なし、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の中央期 

日没時刻：１７時１５分ごろ 常用薄明終了時刻：１７時４２分ごろ 

 事故の経過  本船は、船長及び機関長が乗り組み、まき
．．

網漁の目的で、熊本県天草

下島西方沖の漁場に向けて阿久根港を出港した。 

 本船は、船長が、レーダー２台及びＧＰＳプロッター２台を起動さ

せ、操舵室右舷側に立ち、約９ノットの対地速力で自動操舵装置の操舵

リモコンを使用して西南西進した。 

船長は、阿久根港新港一文字防波堤南灯台を通過した後、操舵リモコ

ンを操作して目視で阿久根港の港界付近にある大島と小島との間に船首
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を向けて北西進する際、自動操舵装置のつまみを自動操舵に切り替えた

ところ、船首が左舷側に振れたので、操舵リモコンのつまみを右約１

０°に回して右舵を取り、船首が予定針路方向に向くのを確認して自動

操舵状態に戻す操作をした。 

船長は、操舵室を出て前部甲板に移動し、機関長と共に下を向いて作

業をしていたところ、平成２８年１２月８日１７時３０分ごろ衝撃を感

じた。 

 船長は、機関を停止し、周囲を見て小島西方の干出浜に乗り揚げたこ

とが分かったので、本事故の発生をＡ社に連絡した。 

 本船は、僚船により引き降ろされて離礁し、自力で航行して阿久根港

に戻った。 

（付図１ 事故発生経過概略図 参照） 

 その他の事項 本船の喫水は、船首約１.４ｍ、船尾約３.１ｍであった。 

本船の自動操舵装置は、自動操舵、リモート操舵及び手動操舵の各設

定モードに切り替えることができ、同操舵装置を自動操舵にして航行

中、操舵リモコンのつまみを左右どちらかに５°以上回すと、一時的に

リモート操舵に切り替わって同リモコンで操舵できるようになり、その

後、同リモコンのつまみを０°に戻すと「カチャ」という音がしてその

時点での船首方位が固定され、自動操舵に切り替わるようになってい

た。 

機関長は、出港前に船長及び甲板員と共に船首側クレーンのワイヤを

交換した後、甲板員が上陸したので、離岸後、前部甲板で古いワイヤの

コイル作業を１人で行っていた。 

船長は、操舵リモコンで操舵して自動操舵に戻そうとした際、機関長

の作業を早く手伝おうと思い、すぐに操舵室を出て前部甲板に移動した

ので、同リモコンのつまみが０°に戻っていることや船首方位が固定さ

れる音を確認しなかった。 

船長は、本事故後、操舵リモコンのつまみが右舵４°となっているこ

とを認め、自動操舵に切り替わっていなかったと思った。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

あり 

なし 

本船は、阿久根港を北西進する際、船長が、操舵リモコンで転舵し

たのち自動操舵に戻したものと思い、前部甲板で作業を行い、見張り

を適切に行っていなかったことから、設定した針路を外れて緩やかに

右転しながら航行していることに気付かず、小島西方の干出浜に乗り

揚げたものと考えられる。 

船長は、甲板員が上陸して機関長が１人で作業を行っており、機関

長の作業を早く手伝おうと思ったことから、操舵リモコンのつまみが
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０°に戻っていることを確認しなかったものと考えられる。 

本船は、船長が操舵リモコンのつまみを操作して自動操舵に戻そう

としたものの、同リモコンのつまみが右舵４°の状態であったことか

ら緩やかに右転したものと考えられる。 

原因 本事故は、日没後の薄明時、本船が、阿久根港を北西進する際、船

長が、操舵リモコンで転舵したのち自動操舵に戻したものと思い、前

部甲板で作業を行い、見張りを適切に行っていなかったため、設定し

た針路を外れて緩やかに右転しながら航行していることに気付かず、

小島西方の干出浜に乗り揚げたものと考えられる。 

参考 

 

今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・自動操舵装置や操舵リモコンなどの作動状況を適切に確認するこ

と。 

・常時適切な見張りを行うこと。 

・やむを得ない場合を除き、操舵室を無人にしないこと。 
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付図１ 事故発生経過概略図 
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